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● 多変量解析との組み合わせによる独自の研究知見の創出

● AI技術との融合による発展可能性

① 運動の上達過程を明確化する 観察的動作評価 ×混合モデル（潜在クラス分析，潜在ランク理論 など）

② それぞれの動きの難易度を定量化する 観察的動作評価 ×テスト理論（項目反応理論 など）

観察的動作評価 ×AIによる姿勢推定技術
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逆上がり動作に関する先行研究（Konosu et al., 2021）

• 小学生の逆上がり動作の成功例と失敗例の違いを明らかにする

→ 成功例では，離地後の肩関節角度が一定に保たれる
→ 成功例では，離地時の重心の前方速度が小さい など

佐野ほか（2023）

• 逆上がり動作の観察的評価をもとに，潜在ラ
ンク理論により，６つの熟達度段階を同定

→ 熟達度の高まりに応じた動き方（質）の変化
 を具体的に明示できる

成功・失敗ではなく，技の動きが上達していく
過程をもう少し具体的に表現できれば・・・

Sano et al.（2025）

• 開脚跳び動作の観察的評価をもとに，項目反
応理論により，各評価項目の困難度を定量化

→ 動きの難易度を踏まえることで，安全かつ効
果的な段階的指導の実施に貢献する

開脚跳び動作に関する先行研究（花井・前野, 2014）

• 開脚跳びのできる群とできない群の動作の違いを比較分析する

跳び越しの要因 → 着手時の腕が立った状態にある

→ 肩よりも腰の方が上に位置する など
 

動きのポイントは把握できるが，どの順番に
指導するのが安全で効果的なのか・・・
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… 観察的な評価には，① 評価者の負担，② 評価の客観性，
 ③ 評価の専門性 の課題がある → AIの活用で解決を図る 

AIを活用した運動指導
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＜開拓中の領域＞

大学等の研究機関
と企業と共同研究
により，高精度の
推定ソフトの開発
が進められている

＜未開拓の領域＞

動作のアドバイス
の質を向上させる
ために，観察的動
作評価の知見を用
いる有効性は高い

國土・佐野
（2024）

目標5（ランク5）
踏み切り後に腰が十分に
引き上がり，上体が
スムーズに起き上がる

目標4（ランク4）
踏み込みに合わせて後方
から脚を振り出し，両脚を
挟み込むことができる

目標3（ランク3）
肘を体制に引きつけて，
身体を鉄棒の近くに保持
することができる

目標2（ランク2）
前方に大きく踏み込むこと
ができる

目標1（ランク1）
上方向に踏み切ることが
できる

目標1（ランク1）
上方向に踏み切ることが
できる

ランク0
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